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主催：京都府立京都学・歴彩館  〒606-0823  京都市左京区下鴨半木町1-29
ＴＥＬ ０７５-７２３-４８３１

東 寺 百 合 文 書 展

　令和２年度の「国宝・東寺百合文書展」は、中世の「差図」をテーマに取り上げます。
「差図」とは、おもに墨色で描かれた比較的簡略な絵図のことです。
　東寺百合文書には「山城国桂川用水差図案」をはじめとするいくつかの有名な差図が
残されています。関連文書も併せて展示することにより、「描かれた資料」を通して中世
社会の一端をご紹介します。

密の状態をさけるため、30名以上の方が同時に入室されないように入場制限を行う場合があります。

京都府立京都学・歴彩館
1階展示室

会 場

9：00～17：00開室時間

入場無料

休室日：２月10日(水)～2月12日（金）、２月23日(火)

会 期 令和３年１月16日　～３月７日土 日

さし ず



令和３年２月６日（土） 13時30分～16時30分
13時00分開場　京都学・歴彩館大ホール

定員240名
入場無料

事前申込不要・
当日受付・先着順

講演会

・１月２１日(木)  14時15分～　・１月３０日(土)  14時15分～
・２月18日(木)  14時15分～　・２月２7日(土)  14時15分～

京都府立京都学・歴彩館　TEL 075-723-4831

展示解説

問合せ先

アクセス

1946年富山県生。京都府立京都学・歴彩館館長。京都府立公立大学法人理事長。京都大学名誉教授。砺波市立砺波散村地域研究所所長。専門は人
文地理学、歴史地理学。博士（文学）。1969年京都大学文学部卒、74年京都大学大学院文学研究科博士課程修了。94年京都大学文学部教授、2001年
同大学副学長、2004年同大学理事・副学長、2008年大学共同利用機関法人・人間文化研究機構機構長を歴任。
『微地形と中世村落』吉川弘文館1993年、『古地図からみた古代日本 土地制度と景観』吉川弘文館2017年、『大地へのまなざし 歴史地理学の散歩道』思
文閣出版2008年、『文化的景観 生活となりわいの物語』日本経済新聞出版社2012年、『古地図で見る京都 『延喜式』から近代地図まで』平凡社2016年、
『景観からよむ日本の歴史』岩波書店 2020年ほか

1948年東京都生。早稲田大学第一文学部卒業、大学院文学研究科修士課程入学、博士後期課程を経て、1980年大分県教育庁歴史民俗資料館設立
準備室研究員。87年早稲田大学文学部専任講師。95年同教授。2012～14年早稲田大学文学学術院副学術院長・大学院文学研究科長・総合人文科
学研究センター所長。2019年早稲田大学定年退職、早稲田大学名誉教授。
高橋敏子と共編『中世荘園の環境・構造と地域社会　備中国新見莊をひらく』勉誠出版　2014年、酒井紀美・清水克行と共編著『アジア遊学178 中
世の荘園空間と現代－備中国新見荘の水利・地名・たたら－』勉誠出版　2014年、編著『中世荘園村落の環境歴史学―東大寺領美濃国大井荘の研
究―』吉川弘文館2018年ほか

※各回45分程度。
　このほか臨時に開催

〒606-0823　京都市左京区下鴨半木町1-29
電話　(075)723-4831
▶JR･近鉄京都駅、阪急烏丸駅から　
　京都市営地下鉄烏丸線 「北山」駅下車 （①番出口）南へ徒歩約4分
▶京阪出町柳駅から　
　京都市バス 1系統「府立大学前」(北大路通)下車  北へ徒歩約6分
▶JR二条駅から　
　京都市バス206系統「府立大学前」(北大路通)下車  北へ徒歩約6分
▶敷地内駐車場(24時間)※台数に限りがございます。(約30台)
　基本料金 《8:00～22:00》 300円/60分　《22:00～8:00》 100円/60分
　最大料金 《平日》  800円/日　《休日》 1,100円/日

館内では新型コロナウイルス感染拡大防止対策を行っております。
マスクの着用と入館時の検温、アルコール消毒にご協力ください。
※37.5度以上の方は入館をお断りします。
(その他、主催者の判断により入館をお断りする場合がございます。)
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「東寺領差図について」　金田 章裕  京都学・歴彩館館長1

「備中国新見荘の景観と地頭方百姓谷内家差図」　海老澤 衷  早稲田大学名誉教授2

▶ご来場には、なるべく、公共交通機関をご利用ください。
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